























































項目　　　　　　　　　　学年　 5　年 6　年 ◎ △
　　　　　　　　　　　　　　　　名前（ランダム） A B C D E H I J ○ ×
①ノンフィクションや伝記を読むのは好きか。 × ◎ ○ △ ◎ ◎ ◎ × 5 3
②筆者が伝えたいことが分かるか。 ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ △ 7 1
③冒頭・展開・終結に分けることができるか ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ △ 7 1
④その本と関係のある本を読むか。 △ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ △ 6 2
⑤段落相互の関係をとらえながら読めるか ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ △ 7 1
⑥文章を図や表、写真と関連付けて読めるか。 ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ △ 7 1
⑦説明文を書くことができるか。 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ 7 1




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































　単元の学習後に実態調査を行った。（対象：5・6年生 8名、左 2018 年 5 月・右 7月調査）
【心に残る 1冊の発表】
　項目 学年　　 5　年 6　年 ◎ △
名前　　 A B C D E H I J ○ ×
①ノンフィクションや伝記を読むのは好きか。 ×△ ◎◎ ○○ △○ ◎◎ ◎◎ ◎◎ ×○ 5⑦ 3①
②筆者が伝えたいことが分かるか。 ◎◎ ◎◎ ○○ ○○ ○○ ◎◎ ◎◎ △○ 7⑧ 1⓪
③冒頭・展開・終結に分けることができるか。 ◎◎ ◎◎ ◎◎ ◎◎ ○○ ○○ ◎◎ △○ 7⑧ 1⓪
④その本と関係のある本を読むか。 △○ ○○ ◎◎ ◎◎ ○○ ○◎ ○○ △△ 6⑦ 2①
⑤段落相互の関係をとらえながら読めるか。 ○○ ○○ ◎◎ ○○ ○○ ○○ ◎◎ △△ 7⑦ 1①
⑥文章を図や表、写真と関連付けて読めるか。 ○○ ◎◎ ○◎ ◎◎ ◎◎ ◎◎ ○○ △○ 7⑧ 1⓪
⑦説明文を書くことができるか。 ○○ ○○ ◎◎ ◎◎ ◎◎ ◎◎ ◎◎ △○ 7⑧ 1⓪
⑧引用することができるか。 ○○ ◎◎ △◎ ○◎ ○◎ ○◎ ◎◎ △○ 6⑧ 2⓪
－ 65 －
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⑴　読書やノンフィクション、伝記が好きになる子どもの増加
　実態調査をして、意識面で少しの成果を得られた。それは、読書やノンフィクションや伝
記が好きになっている子どもが増えたことである。他の項目でも、わずか 2か月の間である
が、全て 5月よりも伸びている。中でも、引用することができる子どもが、ほとんど全員に
なったことは、大きな成果である。
　A児の感想が文章様式の特徴をよく表している。
「私が、「森へ」の学習でできるようになったのは、
筆者の考えを知ることができたり、引用して発表し
たりすることだ。星野さんが思ったことや体験した
ことを書いた文章を読んでいると、そこに私がいる
ように感じたり、そうだなと共感したりした」。
⑵　図や写真と合わせて読み、特徴を捉える
　「森へ」は音を表現していたり、例えがあったり
して、詳しいなと思った。それが分かると、「森へ」がもっと好きになった」と、6年生が
気付いた。
　「白鷹さんは、写真を使って説明しているから分かりやすい。暑い夏も釘を作っているから、
すごく感動した」と、5年生が感じていた。このように、各学年の教材の特徴を捉えること
ができた。
⑶　引用という汎用的な能力の育成
　ほぼ全員が、文章を読んで引用することができた。引用する箇所はそれぞれであるが、自
分の伝えたいことに応じて選択していた。筆者の伝えたいことを引用すると、その文章の特
徴が伝えやすい。
　「引用の仕方を先生が詳しく教えてくれたので、引用の仕方がよく分かった。これまでは
あまり長く書けなかったけれど、引用をして長い文章が書けた」「引用をすると、相手に何
を伝えるかがよく分かる。僕は、白鷹さんの思いが強いところを引用した」という授業後の
感想が、引用の効果をよく表している。図書室で借りた本から引用したり、説明文・読書指
導での「引用する力」を授業につなげていく。
　「他の勉強のときにも引用したい」（5年）という発言は、国語から他教科へのつながりの
可能性を感じさせてくれる。同時にそれは、「引用」という行為が、汎用的な能力であるこ
とを再認識することができた。「最初はあまり引用していなかったけれど、今では、話して
いて自然に本の一文を引用している」（6年）という発言は、読書活動と国語、言語力とが
つながっている表れでもある。
　引用する力を身に付けさせるために、国語科の授業を中心に他教科でも引用することを位
【関連図書】
－ 64 －
（27）
置付けた。全校で取り組む、読書スピーチ、ブックトーク、読書会の中や「総合的な学習の
時間」の中でも引用する力を生かすことができた。
　子どもの発達段階に応じた基準を次のように定めることもできた。
⑷　語彙指導を充実させる比べ読み
　関連指導がスムーズに行われるためにも、語彙指導を充実させなければ、空回りすること
もある。「森へ」など、他の作品に使われている自然を表す言葉（熟語）や難語句を整理し
ておく。
　『クマよ』『ナヌークの贈り物』は、難語句が少ないことから、小学生にも読みやすい。『森
へ還る日』は、圧倒的に語句が多く、小学生には難しいことが分かる。「森へ」は、その中
間に位置し、第 6学年には少し難しい語句もある。語彙を整理することで、身に付けさせる
ことが明確になった。これらの語句を易しい言葉にしたり、難語句に変換したりして、語句
を習得させていった。
　比べて読むことによって、書くことへのよい動機付けにする。文章のモデルは「森へ」だ
けでなく、他の作品もモデルとし、子どもたちには、自分に合った作品を参考に書くことが
できた。「他にも、星野さんが書いている『クマよ』なども好きになった。1つの本を読むと、
どんどん広がっていくことも分かった。これからももっと読んで知っていきたい」という読
後感は、読みの広がりがよく分かる。
⑸　読むことから話すこと・書くことへ
　最後の時間には、引用した文章を発表する場を位置付けた。そこでの発表後の満足げな表
○低学年：私の好きなところは、「　」です。理由は、～だからです。
○中学年：「　」で包んで述べる方法を身に付ける。
○高学年：「　」で包んで述べる方法に加えて、事前に予告して述べる方法を身に付ける。
『森へ』　原生林　　海面　　水面　　谷間　　海原
樹林　　巨木　　倒木　　地衣類　　氷河地表　　大木
川底産卵　　北極圏　　気配
［削除場面］　　密生　　光景　　異様　　朽ち果てる
歳月　　トーテムポール　　ハイダ族　　インディアン
『クマよ』
倒木　　谷間
原野　　風景
存在　　気配
ツンドラ
『ナヌークの贈りもの』
吹雪　　狩人
暗黒　　村はずれ
『森に還る日』　　大海　　原生林　　太古　　倒木　　地面　　川底　　土壌　　木立　　初雪
雪溶け　　若葉　　新緑　　入り江　　夏草　　大木　　別世界　　森一面　　蘚類　　樹上性蘚類
再生　　夕暮れ　　大気　　流木　　北極圏　　極北　　産卵　　遡上　　巨大　　氷河
紅葉　　天空　　養木　　氷河　　海流　　黄葉　　針葉樹　　木立ち　　瞬間　　無窮の時
神秘性　　綿々と　　静止　　不可思議　　水晶のように　　暗黒　　内包　　逆光　　全盛
無窮　　母体　　漠然とした　　無数の　　後退　　新生　　狩猟民　　境界　　採集　　他者
燃焼　　二酸化炭素　　警戒音　　侵入者　　路傍の　　壮大な　　原野　　自我　　謙虚
－ 63 －
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情が印象的である。「長い文が書けるようになった。言いたいことがよく分かる」「最初はあ
まり引用していなかったけれど、今では、話していて自然に本の一文を引用している」（6年）
「引用した文を発表したときはとても楽しかった」（5年）。
　「「森へ」を引用することができて、それを文章にして発表ができてよかった。友達の発表
も聞けて、がんばっていていいなと思った。友達も詳しく書いて、引用していてよかった」
という感想も、学習の充実さが感じられる。
⑹　司書補との連携－学校図書館
　読書指導を充実させるためには、司書補との連携
は不可欠である。今回は特に、環境整備の点で、大
変お世話になった。右の「世界読書紀行」は、伝記
に取り上げられている人物が紹介してあり、読んだ
らシールを貼るようにしてある。5年生の子どもた
ちは、誰の伝記を読み、または読んでいないか確認
することができる。また、次への読書意欲にもつな
がる。
注
⑴　本自体を取り上げ、本そのものについて考える単元「本は友達」第 1－ 4学年
第 1学年「ほんはともだち」学校図書館を利用し、好きな本を紹介する。
第 2学年「お話クイズをしよう」きたむらさとし「ミリーのすてきなぼうし」［本の分
けかた・ならべかた］話を読んでクイズを作り、グループでクイズを出し合う。
第 3学年「本を使って調べよう」今森光彦「里山は、未来の風景」［本の分類表］公共・
学校図書館の工夫を理解し、辞典や図鑑を使って調べる方法を知る。
第 4学年「「読むこと」について考えよう」ニコライ＝スラトコフ「かげ」［読みたい本
の見つけ方］本の読み方を振り返り、目的や文章の種類（物語や図鑑）に応じて読
む。
 
（ふなつ　けいじ・霧島市立牧之原小学校）
【世界伝記紀行】
－ 62 －
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